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「川
口
市
日
本
中
国
友
好
協
会
は
昔

か
ら
独
特
の
方
法
で
数
多
く
の
行
事

に
取
り
組
み
、

ま
た
真
摯
に
、

友
好

運
動
の
大
事
さ
を
認
識
し
た
活
動
を

意
識
し
て
継
続
さ
れ
て
い
る
…
…
」

こ
れ
は
、

今
年
二
月
十

一
日
に
刊

行
し
た

『
川
口
市
日
本
中
国
友
好
協

△
百
　
三
〇
年
史
』
に
寄
せ
ら
れ
た
社

団
法
人
日
本
中
国
友
好
協
会

・
平
山

郁
夫
会
長
の
祝
辞
の
一
節
で
す
。

昭
和
四
十
人

（
一
九
七
三
）
年
九

月

一
日
に
発
会
し
た
川
口
市
日
中
友

好
協
会
は
、

本
年
二
十
三
周
年
を
迎

え
ま
し
た
が
、

年
々
新
た
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
き
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
は

『
三
〇
年
史
』
の
刊
行

の
ほ
か
、

新
た
に
中
国
映
画
鑑
賞
会

を
川
口
市
ス
キ
ツ
プ
ン
テ
イ
の
ビ
ジ

ュ
ア
ル
プ
ラ
ザ
映
像
ホ
ー
ル
に
て
、

七
月
、

十

一
月
の
二
回
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

異
国
民
の
言
葉
、

風
土
習
慣
の
違

い
に
よ
る
考
え
方
の
相
違
を
乗
り
越

え
、

友
好
を
深
め
る
に
は
、
自
ら
の

意
思
を
率
直
に
伝
え
る
こ
と
が
肝
要

で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
、

言
語
と

交
流
が
大
切
で
す
。

今
年
も
二
十
余
年
に
わ
た
っ
て
先

人
に
築
い
て
い
た
だ
い
た
事
業
を
粘

り
強
く
継
続
発
展
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、

第

一
に
言
語
に
関
す

る
も
の
と
し
て
中
国
語
教
室
、
日
本

語
教
育
の
充
実
、

第
二
に
国
際
交
流

と
し
て

「た
た
ら
祭
り
」

へ
の
協
賛

参
加
、

第
二
に
子
供
た
ち

へ
の
事
業

と
し
て
小
学
生
児
童
の
大
使
館
訪
問
、

中
学
校
卓
球
部
指
導

へ
の
中
国
人
プ

ロ
ヨ
ー
チ
の
派
遣
、

第
四
に
中
国
理

解
事
業
と
し
て
の
中
国
映
画
鑑
賃
会
、

講
演
会
、
日
中
友
好
関
係
誌
の
紹
介

斡
旋
、

そ
し
て
第
五
に
協
会
Ｐ
Ｒ
の

た
め
の
協
会
便
り
の
発
行
等
、

幅
広

い
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、

本
年
は
二
〇
〇

一
年
に
中

国
貴
州
省
に
建
設
寄
贈
し
た

「松
桃

決
基

・
川
口
友
好
小
学
」
が
五
周
年

を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
て
、

視
察

団
を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
方
々
の
ご
参
加
と
、

そ
の
他

事
業

へ
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第 29期 生開講式
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第 28期 生修了式



国
映
画
無
料
鑑
賞
会
を
開
始

内
野
繁
子
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中
国
大
使
館
よ
り
良
い
映
画
を
お

借
り
で
き
る
こ
と
を
伺
い
、

幸
い
に

も
川
口
に
は
ス
キ
ツ
プ
シ
テ
イ
の
中

に
映
像
ホ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
速
第

一
回
目
の
中
国
映
画
無
料
鑑

賞
会
を
十
七
年
七
月
二
日

（日
）
《
題

名

・
剖
移

（ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
し

を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様

全
員
に
　
入
場
券
を
郵
送
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
空
席
が
目
立
ち
、

ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
よ
り
、

す
ば

ら
し
い
映
画
な
の
に
宣
伝
不
足
で
は

な
い
の
か
と
の
あ
り
が
た
い
ご
意
見

を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

会
場
ホ
ー
ル
に
は
、

川
日
日
中
の

活
動
内
容
も
パ
ネ
ル
に
て
展
示
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
「民
間
に
よ
る
日
中
友

好
活
動
が
今
の
時
期
本
当
に
大
切
で

す
ね
」
「文
化
の
違
い
、

習
慣
の
違
い

が
よ
く
判
り
ま
し
た
」
と
未
会
員
の

方
も
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

一
人
で
も
多
く
の
方
に
足
を
運
ん

で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
ス
タ

ツ
フ
も
入
場
券
を
生
か
す
手
段
を
話

し
合
い
な
が
ら
、

第
二
回
目
を
十

一

月
二
七
日

（日
）
に

《
題
名

・
漂
亮

的
娼
幻

（
き
れ
い
な
お
母
さ
ん
じ

を

上
映
い
た
し
ま
し
た
。

前
回
よ
り
も

入
場
者
数
が
五
十
名
ほ
ど
増
え
励
み

に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様

ぜ
ひ

一
度
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

る
川
田
市
の
夏
祭
り
「た
た
ら
祭
り
」

で
川
日
日
中
は

一
九
九
二
年
か
ら
川

口
市
海
研
会
の
協
力
を
得
て

「本
場

中
国
の
水
餃
子
」
を
販
売
し
て
い
ま

す
。

な
ぜ
本
場
か
と
言
い
ま
す
と
、

鋳
物
研
修
生
が
皮
を
手
作
り
し
、

具

の
味
は
中
国
と
同
じ
で
、

爺
で
上
げ

る
の
も
販
売
場
所
で
中
国
人
コ
ツ
ク

さ
ん
が
担
当
す
る
か
ら
で
す
。

毎
年

好
評
で
沢
山
の
人
が
買
い
に
来
て
く

れ
ま
す
。

最
近
は
お
祭
り
が
ニ
カ
所
に
分
か

れ
て
土
曜
は
お
客
さ
ん
が
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
が
、
日
曜
は
相
変
わ
ら

ず
と
て
も
忙
し
い
で
す
。

季
節
は
夏

で
す
し
、

横
に
は
熱
い
大
釜
が
二
つ
、

目
ま
い
ボ
‘
．そ
う
で
す
が
、

お
い
し

い
餃
子
を
少
し
で
も
早
く
食
べ
て
も

ら
い
た
い
思
い
で
、

全
員
嬉
嬉
と
し

て
販
売
し
て
い
ま
す
。

数
年
前
に
「
み

ず
餃
子
下
さ
い
」
と
言

っ
て
買
い
に

来
ら
れ
た
方
が
い
ま
し
た
が
、

今
は

お
陰
様
で
市
民
権
を
得
て

「す
い
餃

子
」
と
言

つ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

室
も
新
受
講
生
を
迎
え
ま
し
た
。

今

年
も

『
に
い
は
お
』
を
六
月
十
二
日

に
発
行
す
る
こ
と
に
な
ゲ
ま
し
た
の

で
、

原
稿
を
大
募
集
い
た
し
ま
す
。

新
受
講
生
の
皆
様
は
、

中
国
語
を
学

び
始
め
た
動
機
や
抱
負
、

あ
る
い
は

日
頃
思
う
喜
び
や
不
満
を
エ
ノ
セ
イ

に
綴
り
、

原
稿
を
提
出
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

現
受

講
生
の
皆
様
も
中
国
語
、
日
本
語
ど

ち
ら
で
も
結
構
で
す
か
ら
、
ど
う
ぞ

腕
を
振
る
つ
て
書
い
て
く
だ
さ
い
。

原
稿
に
は
ク
ラ
ス
名
と
お
名
前
を
忘

れ
ず
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
ク
ラ
ス

単
位
で
ま
と
め
て
、

フ
ロ
ン
ピ
ー
で

提
出
か
、

メ
ー
ル
で
送

っ
て
く
だ
さ

い
ま
す
と
、

た
い
へ
ん
一
淳
り
ま
す
。

発
　
行
　
日
　
６
月

１‐
日

（日
）

原
稿
締
切
日
　
５
月

１４
日

（日
）

必
要
な
原
稿

講
師
随
筆
／
講
師
紹
介

ク
ラ
ス
紹
介
／
受
講
生
随
筆

受
講
生
名
簿
等
訂
正
事
項

・

．

・

．

・

．

・

．

・

．

・

・

・

・

・

．

■

．

●

．

●

．

●

．

●

．

・

．

・

．

・

一

・

・

・
―

第̈．３
日
…中，日
映
耐
無
料
鑑
賞
会
α
…・…‘

一∴
キ
Ｔ
…・…
十
お
畑
ら
せ
………
∴
内
Ｈ
野
十

５
月

犯
日

（日
）

Ｐ
Ｍ

ｌ
時
よ

リ
ス
キ
ン
プ
シ
テ
イ
ビ
ジ

ユ
ア
ル
プ

ラ
ザ
映
像
ホ
ー
ル
（３
２
１
席
）

歌
を
凛
監
督

・
章
子
情
主
演
　
初
恋

の
来
た
道
（我
的
父
素
母
栄
）第
５０
回
べ

ル
リ
ン
国
際
映
画
祭
銀
熊
賃
受
賞
作
品

入
場
整
理
券
は
こ
ち
ら
ま
で

霜
漁

を
く
だ
さ
い
。

郵
送
い
た
し
ま
す

〇
四
人
と
一六

一
ＢＯ
九
五
二
（内
野
）

〇
四
人
生
一六
六
・五
二
人
人
（本
を

道た

０

りと
な
糾

人
月
第

一
土
曜
、
Ｆ
曜
に
行
わ
れ

桜
の
花
が
咲
き
‐、

川
口
中
国
語
教
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川
日
友
好
小
学
視
察
と

雲
南
省
観
光

今
年
度
の
重
要
企
画
と
し
て
、

貴

州
省
松
桃
県

（建
築
費
の
助
成
を
し

た
）
銅
仁
地
区
の
小
学
校
を
五
年
目

の
今
年
、

会
長
と
と
も
に
視
察
す
る

計
画
を
立
て
て
お
り
ま
し
た
が
、

市

長
の
予
定
が
取
れ
ず
、

六
月
に
は
実

行
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

貴
州
省

対
外
友
好
協
会
に
お
詫
び
の
う
え
秋

に
延
期
の
連
絡
を
い
た
し
ま
し
た
。

秋
の
予
定
は
会
長
同
行
は
希
望
薄
で

す
が
、

で
き
る
だ
け
参
加
す
る
と
い

う
こ
と
で
、

我
々
会
員
の
み
の
視
察

の
可
能
性
も
あ
り
で
予
定
を
立
て
ま

す
。九

月
の
連
体
を
は
さ
み
九
月
十
五

日

（木
）
～
九
月
二
十
二
日

（木
）

の
八
日
間
貴
州
省
銅
仁
地
区

・
雲
南

省
　
昆
明

。
大
理

・
麗
江
の
視
察
見

学
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
多
数
の
皆
様
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

（前
　
田
）

県
日
中
ダ

永
の
集

い

昨
十
七
年
十
月
二
日
に
さ
い
た
ま

市
桜
木
会
館
に
て
挙
行
さ
れ
た

「第

二
十
六
回
中
国
語
発
表
の
集
い
」
で

は
高
校
生
の
進
出
が
目
覚
し
く
、　

一

位
か
ら
三
位
ま
で
高
校
生
が
占
め
た
。

こ
の
中
で
、

川
日
市
中
国
語
教
室
の

初
級
Ｂ
ク
ラ
ス
の
団
体
演
技
は
テ
レ

ビ
埼
玉
賞
を
獲
得
し
た
。

若
い
人
た
ち
と
同
じ
土
俵
の
上
で

審
査
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
、

我
々
生
涯
学
習
的
な
中
国
語
学
習
を

し
て
い
る
も
の
に
と

っ
て
入
賞
の
可

‥

能
性
が
だ
ん
だ
ん
遠
の
い
て
い
く
よ

う
に
思
え
る
。
「県
日
中
の
発
表
の
集

い
」
担
当
の
方
に
審
査
方
法
の

一
考

を
お
願
い
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

『
三
〇
年
史
』
発
行
に

つ
い
て

こ
の
た
び
、

川
田
市
日
本
中
国
友

好
協
会
が
発
足
以
来
三
〇
周
年
を
迎

え
、

そ
の
記
念
と
し
て

『
川
口
市
日

本
中
国
友
好
協
会
三
〇
年
史
』
を
発

行
い
た
し
ま
し
た
。

創
立
以
来
現
在
ま
で
の
先
輩
諸
氏

の
足
跡
の
上
に
我
々
の
積
極
的
な
努

力
を
積
み
重
ね
、

更
に
五
〇
年

一
〇

〇
年
の
長
い
歴
史
を
積
み
重
ね
て
、

官
よ
り
は
民
の
き
め
細
か
い
友
好
運

動
を
進
め
て
い
き
ま
し
よ
う
。

一総
食
そ
イ
タ
■
て
未
圧
圭
十
四
Ｈ
ａ

其
土
Ｉ
■
二
十
筆
Ｈ
其
■
Ｉ
？
室
Ｈ
・

電
脳
部
デ
ジ
カ
メ
撮
影
会

電
脳
塾
長
　
単剛
　
田

電
脳
部
で
は
、

四
月
九
日

（日
）

会
津
方
面

へ
日
帰
り
で

「春
の
写
真

撮
影
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

撮
影
会
以
降
の
部
会
三
～
四
回
を

あ
て
て
写
真
の
加
工
方
法
の
集
中
指

導
を
行
い
ま
す
。

二
月
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
回
線
を
Ａ
Ｄ

Ｓ
Ｌ
に
変
更
し
ま
し
た
。

通
信
費
ほ

か
イ
ン
タ
ト
ネ

ッ
ト
環
境
を
少
し
で

も
安
く
す
る
た
め
の
導
入
で
す
。

■

中
か
わ
ぐ
ち
編
集
部
員
募
集

ヽ

『
日
中
か
わ
ぐ
ち
』
の
編
集
シ
ス

テ
ム
を
変
更
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

面
白
そ
う
だ
、

や

っ
て
み
よ
う
か
な

と
い
う
方
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

必
要
時
間
は
三
カ
月
に
い
つ
べ

ん
三
時
間
程
度
で
す
。

連
絡
は
　
上
Ａ
　
車削
田
ま
で

め炉ノⅢ



私

の
故
郷
　
　
寧
夏

川
日
中
国
語
教
室
講
師

馬

　

偉

寧
夏
は

一
九
五
人
年
、

中
国
で
唯

一
の
国
民
族
自
治
区
と
し
て
設
立
さ

れ
た
。

寧
夏
回
族
自
治
区
の
名
前
が

示
す
よ
う
に
、

回
族
の
自
治
区
で
あ

る
。

回
族
と
は
、

七
世
紀
頃
か
ら
貿

易
の
た
め
に
中
国
に
や

つ
て
き
た
ア

ラ
ブ
商
人
を
祖
先
と
し
、

明
代
以
降

中
国
に
住
み
着
い
た
イ
ス
ラ
ム
教
の

人
々
を
指
す
。

同
化
が
進
み
、

見
た

目
に
は
漢
族
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、

言
葉
も
中
国
語
を
使
用
し
て
い
る
が
、

イ
ス
ラ
ム
教
を
信
じ
て
い
る
た
め
に

風
俗
習
慣
が
大
き
く
異
な
る
。

男
性

は
白
い
帽
子
を
被

っ
て
い
る
人
が
多

い
た
め
、

漢
族
と
区
別
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

全
国
で
は
二
番
目
に
人
口

が
多
い
少
数
民
族
で
、

八
六
〇
万
人

を
教
え
る
が
、

回
族
は
分
布
地
域
の

最
も
広
い
少
数
民
族
で
、

全
国
の
ほ

と
ん
ど
の
地
域
に
分
散
し
て
い
る
た

め
、
自
治
区
内
に
は

一
人
○
万
人
ほ

ど
が
住
ん
で
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

黄

河
が
流
れ
る
寧
夏
平
原
は
昔
か
ら
魚

や
米
が
よ
く
収
穫
さ
れ
、
「天
下
黄
河

一晴華薙一殿い駒洵雛ド森脚端加
と
す
る
都
市
が
集
中
し
、

人
口
も
集

中
し
て
い
る
。

千
年
程
前
に
、

西
夏
王
国
を
建
国

し
た
。

西
夏
の
都
は
現
在

の
銀
川
に

あ
り
、

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
押
さ
え
て

強
盛
を
誇

っ
た
が
、

モ
ン
ゴ
ル
に
滅

ぼ
さ
れ
た
。

い
沙
湖
は
、

中
国
の
名
勝
二
五
カ
所

の
一
つ
と
な

っ
て
い
る
。

景
勝
地
で

あ
る
沙
坂
頭
は
、

砂
漠
化
と
戦
う
努

力
の
成
果
が
国
連
に
よ
っ
て
認
め
ら

れ
て
い
る
。

悠
久
の
大
河
黄
河
文
明

と
、

回
族
の
独
特
な
生
活
様
式
は
、

国
内
お
よ
び
海
外
か
ら
た
く
さ
ん
の

観
光
客
を
引
き
つ
け
て
い
る
。

ほ
か

に
、

万
里
の
長
城
の
遺
跡
、

南
部
の

須
弥
山
石
窟
、

青
銅
峡
ダ
ム
近
く
の

一
百
人
塔
な
ど
、

豊
富
と
は
い
え
な

い
が
、

独
特
の
も
の
を
持

っ
て
い
る
。

残
念
な
こ
と
に
、
日
本
だ
け
で
な

く
世
界
中
で
何
か
と
有
名
な
ウ
イ
グ

ル
族
と
違

っ
て
、

寧
夏

の
回
族

の

人
々
は
そ
の
存
在
す
ら
は
と
ん
ど
知

ら
れ
て
い
な
い
。

み
な
さ
ん
、

私
の
故
郷
―
―
寧
夏

に
ぜ
ひ
い
ら
つ
し
や
つ
て
下
さ
い
。

日
　
誌

‐２
月
２５
日
　
事
務
局
会

１
月
６
日
　

年
始

１
月
２．
日

正
副
理
事
長
事
務
局
会
議

１
月
２８
日
　
第

一
回
理
事
会

１
月
２９
日
　
県
日
中
新
年
会

総
会
資
料
印
刷
発
注

２
月
■
日
　
第
３３
期
総
会

『
川
口
日
中
三
〇
年
史
』
発
行

３
月

１０
日
　
貴
州
省
視
察
打
合
せ

（秘
書

課
）
　

ヽ
　

、

・
川
日
市
立
図
書
館

へ
『
三
〇
年

史
』
送
呈

教
室
幹
事
会

正
副
理
事
長
事
務
局
会
議

（社
）
日
中
友
好
協
会
訪
問

二
十

一
世
紀
旅
行
社
打
合
せ

第
２８
期
生
Ａ
修
了
式

第
２８
期
生
Ｂ
修
了
式

中
国
大
使
館
李
放
鳴
領
事
打

合
訪
問

第
２９
期
生
Ａ
開
講
式

『
に
い
は
お
』
編
集
会

第
２９
期
生
Ｂ
開
講
式

第
二
回
理
事
会

県
日
中
中
国
語
委
員
会

県
日
中
役
員
選
考
委
員
会

中
国
語
教
室
幹
事
会

極韻
節 増
・ ドヽ ・ ざ

ヽ
■
，
い

”　
４
宮
７

寧
夏
は
景
色
の
美
し
い
地
域
で
あ

る
。

そ
の
景
色
は
、

境
界
地
域
の
起

伏
の
多
い
土
地
と
中
国
南
部
の
繊
細

な
美
し
さ
を
併
せ
も
っ
て
い
る
。

長

い
歴
史
は
、

文
化
的
、

お
よ
び
考
古

学
的
に
価
値
の
高
い
多
く
の
史
跡
を

こ
の
地
に
残
し
た
。

霊
武
に
あ
る
水

洞
溝
遺
跡
は
先
史
時
代
の
中
国
文
明

の
証
拠
と
な

っ
て
い
る
。

西
夏
王
陵

は
、

西
夏
朝
の
勃
興
を
示
す
貴
重
な

証
拠
で
あ
　
。

観
光
地
で
あ
る
美
し

３

月

１２

日

３
月
姐
日

３

月

２。

日

３

月

２３

日

３

月

２４

日

３

月

３。

日

４

月

６

日

４

月

７

日

４

月

８

日

４
月
■
日

４
月
五
日

４
月
２２
日

訃

親

渡
辺
欣
也
　
氏

十
七
年
十
月
六
日
逝
去
、

八
十

一

歳
。

本
協
会
当
初
か
ら
の
会
員
。

十
八
年
四
月
二
十
四
日
逝
去
、

二

十
歳
　
本
協
会
理
事
市
原
光
吉
氏
の

長
男


